
【本日のプログラム】 
司   会 杉田武男例会運営委員長     斉 唱 「我等の生業」 

スピーカー 西尾市子ども若者総合相談センター コンパス施設長 内田啓太氏 

食 事 寿和 

 

〔〔会会長長挨挨拶拶〕〕  

〔〔委委員員会会報報告告〕〕  

〈出席委員会〉本多 淳委員長 
本日の出席数  ５２名        

欠席数 １６名        

出席率 ７６.４７％ 

〈スマイルボックス委員会〉谷崎直樹委員長 

朝岡 正君 西尾市子ども若者総合相談センター コン

パス施設長 内田啓太様 今日は宜しくお願いします。

12 名でシンガポール世界大会へ参加します。楽しい旅

行になりますように。 

松田茂治君 内田様ようこそ西尾ＲＣへ。卓話楽しみに

しています。 

岩瀬淳治君 内田様、本日はお忙しいところ有難うござ

いました。寺中の先輩として鼻が高いです。 

谷崎直樹君 パーソナルラボ内田様、本日の卓話よろし

くお願いします。 

杉田明弘君 葵カントリーと西尾ゴルフクラブの 2つの開場

記念コンペで、共に賞を頂きました。今夜何方か飲みに行

きませんか？ 

杉浦 広君 お陰様で本日結婚35周年を夫婦健康で迎え

る事が出来ました。お花有難うございました。 

辻村敏晃君 先日は誕生日のお祝いを有難うございまし

た。44才になりました。 

三浦康彦君 梶川幹夫氏の講演会 5/30 2時より西尾信用

金庫大ホールで開催致します。是非皆様ご参加を宜しくお

願いします。 

皆さんジョーズはご存知でしょうか。映画で見たことがあるかもしれませんが、ホホジロザメと

いう一番凶暴なサメです。平均体長は４メートルほどあり、体重は１トンほどです。過去最大で

は７メートル、２．５トンという大きさでした。では、それと比べてシャチはどのくらいか分かるでし

ょうか。シャチは海のギャングと言われていますが、大体オスで体長が９．８メートルで普通のサ

メの倍ぐらいあります。体重は１０トンあります。サメは軟骨で、シャチは哺乳類です。サメは軟

骨動物なのであばらがありません。ですから、大人と小さい子供が喧嘩するようなもので、シャ

チにぶつかられたら一発でアウト、シャチの完全勝利といえるぐらい差があります。 

続いて皆さん蚕はご存知ですか。人類は蚕を５０００年ほど前から飼い始めていたみたいです。今では人間がクワ

の葉を引いて、その上に幼虫を置いてあげないと生きていくことができないほど退化しています。常に人間が餌を与

える必要があり、人がいない自然界では全く生きていけなくなってしまいました。 

「用不用説」という、使わないとどんどん退化していくという説があります。自分もそうですが、一生懸命体操していな

いとそのうち体力が落ちてしまうということで、最近飲み会が多くて体操に行けていないので心配しています。皆さんも

元気でいるためには何かやらないといけないなと思いながら、つい怠け心が働いてさきほどの蚕のようにならないよう

頑張りましょう。 
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１０年前に高浜高校の生徒指導部に配属されたのをきっかけに、元気をなくし

て辞めていってしまう生徒が多いこと、周囲との繋がりがなく、部屋に引きこもる

という状況があることに気づきました。これは見過ごせないと思い動き始めました

が、公務員の立場では限界があり、教員生活を１年で終了して、自分で支援団

体を立ち上げることにしました。今は一般社団法人パーソナルラボとして様々な

自治体から子ども・若者総合相談センターという事業の委託を受けています。こ

の事業はひと言で言うと、３９歳以下の子ども・若者のあらゆる悩みを受け付ける 

相談支援センターです。支援制度に当てはまらない悩みや生きづらさを抱えている子どもたちが増えてい

ます。 

今、クラスに不登校の生徒が何人いるかご存知ですか？中学校だとクラスに３人はいるのが現実です。

不登校予備軍まで含めると２倍近い数になり、１クラスで５～６名の空席があるのが日常的になっています。

そういう子たちも中学校までは先生が見てくれて何とかなりますが、高校での不登校は留年や退学になっ

てしまいます。そういう子たちを支援する先として、子ども・若者総合相談センターの需要が高まっていま

す。  

子どもたちを取り巻く環境は変化し、地域との繋がり、人との繋がりも希薄化しています。現実世界での

繋がりが希薄化している一方、最近の子どもたちの間ではネット友達が増えています。子どもたちの住んで

いる世界が変わり、時代の変化とともに、子どもたちの生きづらさ、困難さが見えてこなくなってきています。

子ども・若者を取り巻く様々な課題を解決するためにできたのが子ども・若者育成支援推進法です。子ど

も・若者総合相談センターには、法律の枠組みにとらわれず、何でも相談できるセンターを作ることで子供

たちを包括的に支えることができる仕組みがあります。西尾市でも３年前に子ども・若者総合相談センター

「コンパス」が立ち上がりました。令和５年度の利用者は３４１人で、当初の想定８０人を大幅に超えて非常

にたくさんの方が来られました。１番多い相談は断トツ不登校で、就労や引きこもり、人間関係、親との関係

性の相談も多いです。オンラインでの支援も行っています。総合相談センターは、相談のたらい回しを防ぐ

ワンストップ相談機能の役割も担っています。オンラインでの支援では、ネット世界に引きこもっている子ど

もたちに合わせて、我々がゲームなどのオンラインの世界に行って信頼関係を作って、現実の支援に繋げ

ていく活動をしています。 

最後に１つ事例を紹介させていただきます。この子は小学校低学年からずっと学校に行けていなかった

子でした。ゲームの世界で知り合って、マインクラフトの世界で西尾の町を作ろうという企画をした時に、こ

の子は西尾城を作る担当になりました。その際、外観だけではなくて、内部の構造まで正確にゲームの中

に再現したいということで、実際に見に行きたいということになって、 何年かぶりに外に出て城を見に行っ

たということがありました。そういうところから相談員との信頼関係を構築し、今は中学校に皆勤賞で通って

います。私たちは臨機応変に今の子どもたちに合わせて、オンラインの世界を活かした支援を行っていま

す。こういった成果もあり、近隣では相談に対して、不登校の子本人と繋がれる比率が２２％程度でしたが、

コンパスでは７０％本人と直接繋がれているという状況です。このような形で西尾市内の子ども・若者に寄り

添った支援を展開しているのがコンパスです。周りに何か困っている方がいましたら、気軽にどんなことでも

ご相談いただけますので、ご紹介いただけたらありがたいと思います。 

 

西尾市子ども若者総合相談センター コンパス施設長 内田啓太氏 〔〔卓卓話話〕〕 


